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メンバー：山地 一禎（NII）、香川 朋子（お茶の水女子大学）、西薗 由依（鹿児島大学） 

事務局：田口 忠祐（NII） 



経緯 

 CSIの頃から多くの図書館員が国際会議に参加 

 ポスター発表や個別の情報収集がメイン 

 「国際連携」を次のフェーズに発展しても良い段階 

 

 もう少し積極的な機会の必要性 

 会議の場で意見を主張できるくらいになって欲しい 
 

 日本の機関リポジトリ活動の歴史 

 海外からの情報収集 

 欧米の先行機関などからのサポート 

 日本から欧米へはフィードバックができているか？ 
 

 COAR年次大会にアジアの参加者が受けた印象 

 議論が先行しすぎてついていけない 

 もっとOAに関する実地な情報交換がしたい 

AsiaでOAのコミュニティを作って一石三鳥を狙う 



キックオフ会議 

 2016年3月4日、NII （RDA東京のサテライト会議として開催） 

 議題 

 趣旨説明 

 各国の状況の報告 

 シンガポール、香港、マレーシア、インド、日本 

 フリーディスカッション 

 今後の活動について 

https://www.coar-repositories.org/files/Open-Access-Asia-Report.pdf 



第１回会議 


